
NO.144

とよしん

景況調査

2026年7月発行

（2026年4月〜6月実績 2026年7月〜9月見通し）

特別調査／ 中小企業における価格転嫁について

スポットライト〜がんばる地元企業～／ 豊橋合同印刷株式会社



（１）調査期間 2026年5月18日（月）〜6月5日（金）

（２）調査方法 当金庫職員による聞き取りアンケート調査

（３）分析方法 DI（ディフュージョン・インデックス）を

中心とした分析

※DIとは、各調査項目で「増加(上昇)した」とする企業が

全体に占める構成比と、「減少(下降)した」とする企業

が全体に占める構成比との差を指数化したもの。

第144回景況アンケート調査（4～6月期）・特別調査の概要

（４）調査対象企業 当金庫取引先企業 660社

とよしん景況調査
NO.144

Page

01 第144回景況アンケート調査
（2026年4月〜6月実績 2026年7月〜9月見通し）

04

仕入・材料価格上昇の背景と影響

特別調査
「中小企業における価格転嫁について」

Page

目次

Topics

06 スポットライト〜がんばる地元企業〜
Page

豊橋合同印刷株式会社
「伝えたい」をカタチに

製造業159社、卸売業71社、小売業73社、

サービス業101社、建設業109社、農業60社、

飲食業52社、運輸業21社、不動産業14社



11.2 3.3 2.3
3.9

7.9

0.8

▲ 8.2
▲ 5.5

▲ 20

▲ 10

0

10

20

30

2024.
7-9月 10-12月

2025.
4-6月 7-9月 10-12月

2026.
1-3月 4-6月 7-9月

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

0.0

10.0

20.0

30.0

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

１

第144回景況アンケート調査（4～6月期）

とよしん景況調査No.144

こ
の
景
況
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
当
金

庫
の
取
引
先
企
業
６
６
０
社
を
対
象
に
、

２
０
２
6
年
4
〜
6
月
期
の
景
況
と
２
０

２
6
年
7
〜
9
月
期
の
見
通
し
を
調
査

し
た
も
の
で
す
。

業

況

D

I

、
マ

イ

ナ

ス

に

２
０
２
6
年
4
〜
6
月
期
（
今
期
）
の

全
業
種
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
△
8
・
2

（
前
期
比
△
9
・
0
ポ
イ
ン
ト
）
で
、
2
期

連
続
で
低
下
し
、
マ
イ
ナ
ス
圏
に
転
じ
た
。

収
益
面
で
は
、
売
上
高
判
断
Ｄ
Ｉ
が

5
・
5
（
同
△
1
・
9
ポ
イ
ン
ト
）
、
収
益

判
断
Ｄ
Ｉ
が
△
9
・
2
（
同
△
11
・
2
ポ
イ

ン
ト
）に
低
下
し
た
。

業
種
別
で
は
、
運
輸
業
、
不
動
産
業
を

除
く
7
業
種
で
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
が
低
下
。

今期の

業況

原
材
料
高
な
ど
を
背
景
に
、
多
く
の
業
種

で
収
益
面
に
厳
し
い
状
況
が
窺
え
た
。

全業種業況判断ＤＩ 今期 見通し

来期の

見通し

２
０
２
6
年
7
〜
9
月
期
（
来
期
）
の

予
想
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
△
5
・
5
（
今

期
実
績
比
＋
2
・7
ポ
イ
ン
ト
）。
売
上
高

判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
1
・
1
（
同
△
4
・
4
ポ
イ

ン
ト
）
、
収
益
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
△
7
・
7

（同
＋
1
・5
ポ
イ
ン
ト
）の
見
通
し
だ
。

業
種
別
の
予
想
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
に
つ

い
て
は
、
製
造
業
の
1
・
3
（
今
期
実
績

比
＋
7
・
0
ポ
イ
ン
ト
）
、
運
輸
業
0
・
0

（同
増
減
な
し
）を
除
く
7
業
種
は
、
す
べ

て
マ
イ
ナ
ス
圏
の
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

業
種
を
問
わ
ず
、
中
東
情
勢
悪
化
を
要

因
と
す
る
仕
入
状
況
の
不
安
定
さ
な
ど

か
ら
、
先
行
き
を
不
安
視
す
る
調
査
コ
メ

ン
ト
も
数
多
く
み
ら
れ
た
。

業況判断DI 10年間の推移

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大

ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

マ
イ
ナ
ス
金
利
解
除
決
定

第
４
次
安
倍
内
閣

米
中
貿
易
摩
擦
の
深
刻
化

菅
内
閣
発
足

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

岸
田
内
閣
発
足

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

５
類
へ
移
行

今期

▲8.2

石
破
内
閣
発
足

コ
ス
ト
高
や
在
庫
不
足
な
ど
を
背
景
に

景
況
感
低
下

材料が
足りないと
困るなあ。

高
市
内
閣
発
足

ト
ラ
ン
プ
関
税
発
動

消
費
税

％
に
増
税

10
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業種別

卸
売
業

業種
1～3月期
（前回）

4～6月期
（今回）

7～9月期
（見通し）

全業種 0.8

製造業 ▲0.6

卸売業 ▲7.0

小売業 5.6

サービス業 0.0

建設業 9.1

農業 3.3

業種別天気図

やや悪い

業種
1～3月期
（前回）

4～6月期
（今回）

7～9月期
（見通し）

飲食業 ▲7.5

運輸業 0.0

不動産業 ▲7.1

前回の予報よりも
雲行きが
よくないです。

▲12.7
（▲5.7）

▲7.0
（＋5.7）

▲5.7
（▲5.1）

▲4.1
（▲9.7）

▲13.8
（▲22.9）

▲8.3
（▲11.6）

▲5.5
（＋2.7）

1.3
（＋7.0）

▲6.8
（▲2.7）

▲5.0
（＋0.9）

▲10.1
（＋3.7）

▲1.7
（＋6.6）

▲11.5
（▲4.0）

0.0
（0.0）

▲15.4
（▲3.9）

0.0
（0.0）

▲21.4
（▲14.3）

今
期
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
△
12
・
7
（
前

期
比
△
5
・
7
）
、
売
上
高
判
断
Ｄ
Ｉ
は
5
・

6
（
同
△
5
・
7
）
、
収
益
判
断
Ｄ
Ｉ
は

△
8
・
5
（
同
△
8
・
5
）
と
す
べ
て
前
期
比

で
低
下
。
仕
入
・
納
品
の
遅
延
に
関
す
る
コ

メ
ン
ト
も
見
ら
れ
、
先
行
き
不
安
な
様
子
が

窺
え
た
。

当
面
の
重
点
経
営
施
策
と
し
て
「
販
路
拡

大
」
と
回
答
し
た
先
は
、
前
回
の
71
・
8
％
か

ら
54
・
9
％
に
減
少
。
経
営
課
題
で
は
、
「
売

上
減
少
」
「
人
手
不
足
」
「
同
業
者
間
の
競
争

激
化
」
「
利
幅
縮
小
」
「
仕
入
先
か
ら
の
値
上

げ
要
請
」
の
回
答
が
上
位
。
売
上
確
保
と
収

益
改
善
の
両
立
の
た
め
、
価
格
転
嫁
や
生
産

性
向
上
の
取
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

▲5.9
（▲5.9）

複
合
的
な
経
営
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る

製
造
業

業
況
・
収
益
判
断
Ｄ
Ｉ
低
下
、
中
東
情
勢
の
影

響
長
期
化
で
先
行
き
不
透
明
感

今
期
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
△
5
・
7
（
前

期
比
△
5
・
1
）
。
収
益
面
で
は
売
上
高
判

断
Ｄ
Ｉ
15
・
1
（同
＋
13
・
2
）、
収
益
判
断
Ｄ

Ｉ
は
△
8
・2
（同
△
13
・3
）と
な
っ
た
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品
製
造
業
者
を
は
じ
め
、

原
油
由
来
の
材
料
不
足
や
価
格
高
騰
に
関

す
る
コ
メ
ン
ト
が
多
く
見
ら
れ
た
。
原
材
料

価
格
Ｄ
Ｉ
も
69
・
2
（
前
期
比
＋
36
・
3
）
と

な
っ
て
お
り
、
中
東
情
勢
の
影
響
長
期
化
の

懸
念
や
、
受
注
経
路
を
多
様
化
す
る
な
ど
リ

今期 見通し

▲8.2
（▲9.0）

▲7.1
（0.0）

小
売
業

販
売
価
格
・
仕
入
価
格
Ｄ
Ｉ
と
も
に
急
上
昇

今
期
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
△
4
・
1
（
前

期
比
△
9
・
7
）
、
売
上
判
断
Ｄ
Ｉ
は
17
・
8

（
同
＋
9
・
5
）
、
収
益
判
断
Ｄ
Ｉ
は
0
・
0

（
同
△
1
・
4
）
で
、
業
況
、
収
益
判
断
Ｄ
Ｉ

が
低
下
し
た
。
販
売
価
格
Ｄ
Ｉ
は
41
・
1
（同

＋
30
・
0
）、
仕
入
価
格
Ｄ
Ｉ
も
52
・
1
（同
＋

25
・7
）と
大
き
く
上
昇
。

自
動
車
販
売
は
、
新
車
の
納
期
長
期
化
の

良いやや良い普通悪い やや悪い

▲30.0                 ▲10.0     10.0                  30.0                             

業況判断DI
売上高判断DI
収益判断DI

ス
ク
ヘ
ッ
ジ
の
動
き
も
窺
え
た
。
来
期
の
業

況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
1
・
3
で
、
今
期
の
反
動
か

ら
上
昇
の
見
通
し
だ
。

3.8
1.3

11.4

▲ 0.6
▲ 5.7

1.3

12.7
8.2

19.6

1.9

15.1 13.2

1.9 ▲ 0.6

9.5

5.1

▲ 8.2

▲ 1.9

▲ 20

▲ 10

0

10

20

30
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2026.
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飲
食
業

今
期
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
△
11
・
5
（
前

期
比
△
4
・
0
）
、
売
上
高
判
断
Ｄ
Ｉ
は

△
7
・
7
（
同
△
13
・
4
）
、
収
益
判
断
Ｄ
Ｉ

は
△
21
・
2
（
同
△
6
・
1
）
と
す
べ
て
低
下
。

仕
入
価
格
Ｄ
Ｉ
は
55
・
8
（
同
＋
8
・
6
）

で
、
原
材
料
等
価
格
が
落
ち
着
い
て
い
な
い

模
様
。
度
重
な
る
価
格
上
昇
に
よ
り
、
価
格

転
嫁
の
回
数
、
タ
イ
ミ
ン
グ
と
も
に
苦
慮
し

て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

運
輸
業

今
期
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
0
・
0
（
前
期

比
増
減
な
し
）、
売
上
高
判
断
Ｄ
Ｉ
は
14
・3

（
同
△
4
・
7
）
、
収
益
判
断
Ｄ
Ｉ
は
△
9
・

5
（
同
△
4
・
7
）
と
な
っ
た
。
運
賃
水
準
Ｄ

Ｉ
は
23
・
8
（
増
減
な
し
）
で
、
上
昇
基
調
を

Ｔｏｐｉｃｓ

農
業

今
期
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
△
8
・
3
（
前

期
比
△
11
・
6
）
。
売
上
高
判
断
Ｄ
Ｉ
は
0
・

0
（
同
0
・
0
）
、
収
益
判
断
Ｄ
Ｉ
は
△
16
・

7
（
同
△
15
・
0
）
。
肥
料
や
飼
料
、
農
業
資

材
等
の
上
昇
を
背
景
に
、
仕
入
価
格
Ｄ
Ｉ

は
53
・
3
（
同
＋
41
・
6
％
）
と
大
き
く
上
昇
。

販
売
価
格
Ｄ
Ｉ
の
1
・
7
（
同
＋
5
・
0
）
と

の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
く
、
価
格
転
嫁
に
お
い

て
厳
し
い
状
況
が
窺
え
た
。

販
売
価
格
へ
の
反
映
進
ま
ず
収
益
悪
化

／

ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！＼

価
格
転
嫁
の
実
施
が
定
着

仕
入
価
格
の
上
昇
続
き
、
価
格
転
嫁
に
苦
慮

不
動
産
業

価
格
上
昇
に
よ
り
販
売
鈍
く

業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
今
期
△
7
・
1
、
来

期
△
21
・
4
と
な
っ
た
。
中
東
情
勢
等
の
影

響
か
ら
建
物
価
格
も
上
昇
。
土
地
の
動
き

も
鈍
く
、
「
買
い
手
の
予
算
も
上
が
ら
ず
、

価
格
を
下
げ
る
し
か
な
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト

も
見
ら
れ
た
。

仕
入
・
材
料
価
格
上
昇
の
背
景
と
影
響

業
種
問
わ
ず
コ
ス
ト
上
昇
継
続

1

続
く
円
安
・
資
源
高

2 仕
入
・材
料
価
格
Ｄ
Ｉ
の
上
昇
は
一
部
業

種
に
と
ど
ま
ら
ず
、
製
造
業
69
・
2
（
前
期
比

＋
36
・
3
）、
建
設
業
66
・
1
（
同
＋
27
・0
）を

は
じ
め
、
幅
広
い
業
種
で
み
ら
れ
た
。
原
材

料
・燃
料
・物
流
費
な
ど
コ
ス
ト
増
が
企
業
活

動
全
般
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

原
材
料
価
格
の
高
止
ま
り
、
円
安
や
中

東
情
勢
な
ど
を
背
景
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
の
上
昇
が
、
仕
入
負
担
を
押
し
上
げ
る
。

輸
入
原
材
料
や
資
材
、
物
流
費
へ
の
影
響
も

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

「
仕
入
価
格
の
上
昇
に
対
し
、
販
売
価
格

へ
の
転
嫁
が
追
い
付
い
て
い
な
い
」
と
い
う

コ
メ
ン
ト
が
幅
広
い
業
種
で
み
ら
れ
た
。
今

後
は
、
取
引
先
の
理
解
を
得
な
が
ら
適
切
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
価
格
改
定
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
、
今
後
の
収
益
を
左
右
す
る
要
素
と

な
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

価
格
転
嫁
の
進
捗
が
収
益
を

左
右

3

今
期
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
△
13
・
8
（
前

期
比
△
22
・
9
）
に
低
下
。
売
上
高
判
断
Ｄ

Ｉ
は
△
7
・
3
（
同
△
20
・
9
）
、
収
益
判
断

Ｄ
Ｉ
は
△
13
・8
（同
△
26
・5
）だ
っ
た
。

「
材
料
費
高
騰
」
を
経
営
課
題
に
挙
げ
た

先
は
、
全
体
の
71
・
6
％
で
あ
っ
た
。
塗
料
、

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
、
断
熱
材
な
ど
の
材
料
不

足
に
対
す
る
懸
念
や
、
コ
ス
ト
負
担
に
関

す
る
コ
メ
ン
ト
が
多
く
、
価
格
交
渉
も
慎

重
に
行
っ
て
い
る
様
子
も
窺
え
た
。

す
べ
て
の
Ｄ
Ｉ
が
大
幅
悪
化
、
資
材
高
騰

と
資
材
不
足
の
影
響
重
く

建
設
業

サ
ー
ビ
ス
業

業
況
・
売
上
高
・
収
益
判
断
Ｄ
Ｉ
低
下
が
続
く

今
期
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
△
5
・
9

（
前
期
比
△
5
・
9
）
、
売
上
高
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、

4
・
0
（
同
△
7
・
9
）
、
収
益
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、

△
2
・0
（同
△
4
・0
）と
な
っ
た
。

石
油
関
連
の
材
料
や
商
品
不
足
に
よ
り
、

先
行
き
不
透
明
感
が
強
ま
っ
て
い
る
様
子
。

医
療
関
連
で
は
、
「
人
件
費
や
物
価
上
昇
に

対
す
る
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
が
不
十
分
」

と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
、
全
体
的
に
収

益
面
で
厳
し
い
様
子
も
み
ら
れ
た
。

今
回
の
調
査
で
、
全
業
種
総
合
の
仕
入
・

材
料
価
格
Ｄ
Ｉ
が
58

・
2
（
前
期
比+

28

・

3
）と
大
き
く
上
昇
。
販
売
・請
負
価
格
判
断

影
響
に
よ
り
中
古
車
価
格
が
上
昇
し
て
い

る
が
、
価
格
転
嫁
は
で
き
て
い
る
模
様
。
そ

の
ほ
か
、
「こ
の
ま
ま
仕
入
・販
売
価
格
上
昇

が
続
く
と
客
足
・
収
益
に
響
く
」
な
ど
不
安

の
声
が
多
く
み
ら
れ
た
。

今期 見通し

販売・請負価格判断DI
仕入・材料価格判断DI

21.4 21.1
15.3

30.5
21.3

31.7 32.9 29.9

58.2

41.2

0

20

40

60

80

2025.

7-9月 10-12月

2026.

1-3月 4-6月 7-9月

Ｄ
Ｉ
上
昇
幅
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
広
が
り
、
コ

ス
ト
負
担
が
増
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

そ
の
背
景
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

保
っ
て
お
り
、
価
格
転
嫁
は
順
当
に
実
施
で

き
て
い
る
コ
メ
ン
ト
も
多
く
見
ら
れ
た
。



5.1

3.2

3.6

20.4

19.9

20.0

26.8

23.1

23.9

20.4

14.3

15.8

17.8

17.7

17.7

8.9

11.7

11.1

1.2

0.9

0.6

5.4

4.2

3.6

2.7

100％転嫁できている

80～100％程度転嫁できている

50～80％程度転嫁できている

20～50％程度転嫁できている

0～20％程度転嫁できている

全く転嫁できていない

転嫁どころか販売価格は低下

そもそも上昇していない

わからない

4
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中小企業における

価格転嫁について

特別調査

調査期間：5月18日(月)～6月5日(金)
調査対象：当金庫お取引先企業660社

近
年
、
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、
労

務
費
の
上
昇
が
続
き
、
取
引
条
件
の
適
正

化
を
促
進
す
る
政
策
的
な
動
き
も
活
発
化

し
て
い
る
。
安
定
し
た
企
業
経
営
の
た
め

に
も
、
「
適
切
な
価
格
転
嫁
」
の
重
要
性
が

一
段
と
増
し
て
い
る
。

今
回
の
特
別
調
査
は
、
当
金
庫
取
引
先
６

６
０
先
を
対
象
に
、
中
小
企
業
に
お
け
る

価
格
転
嫁
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

転
嫁
率
に
差
は
あ
る
も
の
の
、
８
割

超
が
価
格
転
嫁
を
実
施
。

２
０
２
０
年
以
降
の

価
格
転
嫁
の
状
況

こ
こ
数
年
（
２
０
２
０
年
頃
か
ら
）
の
価

格
転
嫁
の
状
況
に
つ
い
て
伺
っ
た
。
原
材

料
・
仕
入
価
格
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
89
・

1
％
が
価
格
転
嫁
を
実
施
し
、
「50
〜
80
％

程
度
転
嫁
が
で
き
て
い
る
」と
回
答
し
た
企

業
が
最
も
多
か
っ
た
。
業
種
別
で
は
、
製
造

業
は
96
・
2
％
と
高
か
っ
た
。
非
製
造
業
は

86
・
9
％
で
、
農
業
で
は
21
・
3
％
が
「
全
く

価
格
転
嫁
で
き
て
い
な
い
」と
回
答
し
た
。

労
務
費
・
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
全
体
の

81
・
1
％
が
実
施
。
業
種
別
で
は
、
製
造
業

が
90
・
5
％
、
非
製
造
業
が
78
・
2
％
。
「全

く
価
格
転
嫁
で
き
て
い
な
い
」の
割
合
が
1

割
を
超
え
た
の
は
、
飲
食
業
24
・
5
％
、
農

業
18
・0
％
、
小
売
業
13
・5
％
だ
っ
た
。

単位：%原材料・仕入価格上昇分

労務費・人件費上昇分

3.8 

6.4 

5.8 

26.1 

24.3 

24.7 

28.7 

27.0 

27.4 

23.6 

15.3 

17.3 

14.0 

13.9 

13.9 

3.2 

7.0 

6.1 

0.8 

0.6 

0.6 

2.6 

2.1 

2.8 

2.1 

製造業

非製造業

全 体

5.1

3.2

3.6

20.4

19.9

20.0

26.8

23.1

23.9

20.4

14.3

15.8

17.8

17.7

17.7

8.9

11.7

11.1

1.2

0.9

0.6

5.4

4.2

3.6

2.7

製造業

非製造業

全 体

消費者物価指数

消費者が日常的に購入する商品・サービス価格の上

昇が続いており、直近2026年5月の消費者物価指数（総

合指数）は113.5となっています。これは、2020年と比

べて物価水準が約13.5％上昇したことを表しています。

事業者の仕入コストが高まっている今の環境下では、

顧客離れへの懸念から、タイミングを見て慎重に価格

転嫁を行うようにしている状況となっています。

＜消費者物価指数（総合指数）の動き＞

転嫁できている

出典：総務省「消費者物価指数 全国 2026年（令和8年）5月分」

ワタシが好きな
生鮮野菜は22％
上がってるピョン。



38.3

31.2

29.7

14.1

13.2

12.9

9.1

2.3

1.5

15.5

価格転嫁を促すガイドラインの強化・周知

価格転嫁の根拠となる物価指数の提示

業種ごとの標準的な価格転ルールの作成

価格交渉・転嫁の事例共有

大企業への指導・監督の強化

不公正な取引の取締まりの強化

価格交渉に関する相談窓口の充実

紛争時における仲介機能の強化

その他

特にない

（複数回答） 単位：%

5

とよしん景況調査No.144

特別調査

「
取
引
先
と
の
価
格
協
議
」
に
取
組
む
先

が
半
数
。

取
引
先
（
販
売
先
）
と
の
円
滑
な
価
格
交

渉
・価
格
転
嫁
を
進
め
る
た
め
に
重
視
し
て

い
る
取
組
み
に
つ
い
て
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
上

位
は
「
取
引
先
と
の
価
格
協
議
」51
・
1
％
、

「
値
上
げ
の
事
前
説
明
・
周
知
」45
・
0
％
、

「競
合
他
社
の
価
格
動
向
の
把
握
」35
・6
％

で
、
取
引
先
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
を
重
視

し
た
取
組
み
が
並
ん
だ
。
他
社
の
価
格
動
向

を
把
握
し
な
が
ら
価
格
改
定
を
図
る
な
ど
、

取
引
先
の
理
解
と
自
社
の
収
益
確
保
を
両

立
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
み
ら
れ
た
。

価
格
転
嫁
に
お
け
る
事
業
者
の
方
々
が

抱
え
る
課
題
と
し
て
は
、
「
値
上
げ
に
よ
る

顧
客
離
れ
や
取
引
停
止
が
心
配
」
が
46

・

1
％
、
「
価
格
変
更
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し

い
」
が
40
・
5
％
、
「
従
来
か
ら
の
価
格
が
固

定
化
さ
れ
て
い
る
」
が
17
・
6
％
と
続
い
た
。

コ
ス
ト
上
昇
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
る
中
、

適
切
な
価
格
転
嫁
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
見
極
め

や
、
取
引
先
の
理
解
を
得
る
た
め
の
対
応
が

重
要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

業
種
別
で
は
、
「
値
上
げ
に
よ
る
顧
客
離

れ
や
取
引
停
止
が
心
配
」
は
小
売
業
64

・

9
％
、
飲
食
業
60
・
4
％
、
卸
売
業
51
・
4
％
、

「
価
格
変
更
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
い
」
は
飲

食
業
52
・8
％
、
建
設
業
49
・5
％
、
製
造
業
48
・

4
％
の
順
に
高
か
っ
た
。
運
輸
業
と
サ
ー
ビ
ス

顧
客
離
れ
や
取
引
停
止
へ
の
不
安
、
価
格

変
更
の
タ
イ
ミ
ン
グ
難
が
上
位
。

「
価
格
転
嫁
を
促
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
強

化
・
周
知
」
が
最
多
の
38
・
3
％
、
続
い
て

「
価
格
転
嫁
の
根
拠
と
な
る
物
価
指
数
の

提
示
」
が
31
・
2
％
、
「
業
種
ご
と
の
標
準
的

な
ル
ー
ル
の
作
成
」が
29
・
7
％
だ
っ
た
。
事

業
者
は
、
価
格
転
嫁
そ
の
も
の
の
支
援
だ

け
で
は
な
く
、
コ
ス
ト
上
昇
の
事
実
を
取
引

先
に
説
明
す
る
た
め
の
客
観
的
な
根
拠
や

基
準
な
ど
、
ル
ー
ル
整
備
を
期
待
し
て
い

る
こ
と
が
窺
え
た
、

共
通
の
「
も
の
さ
し
」

が
あ
る
と
い
い
よ
ね
。

価
格
交
渉
・
価
格
転
嫁
の

た
め
に
重
視
し
て
い
る
取
組
み

51.1 

45.0 

35.6 

18.5 

12.6 

11.5 

2.9 

0.8 

0.8 

9.8 

取引先と…

値上げの…

競合他社…

製品・商…

納期や個…

価格設定…

値引きや…

公的支援…

その他

特にない

取引先との価格協議

値上げの事前説明・周知

競合他社の価格動向の把握

製品・商品・サービスの付加価値向上

納期や個別ニーズ等への柔軟対応

価格設定ルールの見直し

値引きや無償対応の防止

公的支援機関への相談の活用

その他

特にない

（複数回答） 単位：%

値上げによる顧客離れや取引停止が心配

価格変更のタイミングが難しい

従来からの価格が固定化されている

競合他社が値上げしていない

取引先が値上げ交渉に応じない

値上げの根拠となる説明資料が足りない

業務多忙のため対応する余裕がない

価格交渉ができる人材がいない

その他

特に課題はない

46.1

40.5

17.6

13.9

10.8

6.7

4.5

3.5

2.9

14.8

（複数回答） 単位：%

価
格
転
嫁
を
進
め
る

う
え
で
の
課
題

業
種
別
で
最
多
の
回
答
は
、
製
造
業
・建

設
業
・農
業
で
は
「取
引
先
と
の
価
格
協
議
」、

卸
売
業
・サ
ー
ビ
ス
業
・飲
食
業
・運
輸
業
で

は
「値
上
げ
の
事
前
説
明
・周
知
」、
小
売
業
・

不
動
産
業
で
は
「競
合
他
社
の
価
格
動
向
の

把
握
」と
な
っ
た
。
ま
た
、
飲
食
業
と
小
売
業

の
み
、
「
製
品
・
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
へ
の
付
加

価
値
向
上
」の
回
答
が
3
割
を
超
え
た
。

業
で
は
、
「
従
来
か
ら
の
価
格
が
固
定
化
さ

れ
て
い
る
」
が
他
業
種
よ
り
も
高
く
、
運
輸

業
は
荷
主
と
の
継
続
取
引
、
サ
ー
ビ
ス
業
で

は
利
用
者
が
料
金
の
変
化
を
認
識
し
や
す
い

こ
と
か
ら
、
従
来
価
格
の
維
持
が
慣
行
化
し
、

価
格
改
定
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。行

政
に
重
視
し
て
ほ
し
い

と
感
じ
る
取
組
み

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
強
化
・
周
知
が
最
多
。

価
格
交
渉
・
価
格
転
嫁
を
円
滑
に
進
め
る

う
え
で
行
政
に
重
視
し
て
ほ
し
い
こ
と
は
、
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創
業
80
周
年

─
─

地
域
と
と
も
に
歩
み
続

け
る
印
刷
会
社

豊
橋
合
同
印
刷
株
式
会
社
（
以
下
、
同

社
）
は
昭
和
19
年
12
月
、
戦
時
下
の
企
業
統

制
に
よ
り
、
市
内
の
印
刷
業
者
が
統
合
さ
れ

る
形
で
設
立
さ
れ
た
。
以
来
、
80
年
に
わ
た

り
、
地
域
の
印
刷
を
支
え
る
企
業
と
し
て
歩

み
を
続
け
て
き
た
。

同
社
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
「
我
社

の
第
一
目
標
は
利
益
を
得
る
こ
と
で
は
な
く

お
客
様
の
役
に
立
つ
仕
事
、
社
会
に
必
要
と

さ
れ
る
仕
事
を
開
拓
し
継
続
す
る
こ
と
で
あ

る
」
と
い
う
社
是
だ
。
近
年
で
は
従
来
の
オ

フ
セ
ッ
ト
印
刷
に
加
え
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
印

刷
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
た
可
変
印
刷

に
も
対
応
す
る
な
ど
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
変
革
を
行
っ
て
き
た
。

「
情
報
を
形
に
し
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
」
こ
と
を
目
指
し
、
紙
だ
か

ら
で
き
る
こ
と
を
追
求
す
る
地
域
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
。

「伝えたい」をカタチに

豊橋合同印刷株式会社

所在地： 豊橋市東脇４丁目８番地の16

代表者： 代表取締役社長 岩瀬 清

設 立： 昭和１９年12月27日

H P： https://tgd.co.jp/

さ
ら
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
制
作
や
動
画
制
作

な
ど
印
刷
事
業
か
ら
事
業
領
域
を
広
げ
る
こ

と
で
、
総
合
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
を
行
う
企
業
へ
と
進
化
し
て
き
た
。

時
代
の
変
化
に
よ
り
、
事
業
内
容
は
変

わ
っ
て
も
、
「
お
客
様
や
地
域
社
会
に
必
要

と
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
続
け
た
い
」
と
い
う

想
い
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
姿
勢
が
地
域
か

ら
信
頼
を
集
め
て
き
た
理
由
で
あ
る
。

変
化
す
る
時
代
の
中
で
見
つ
め
直
し
た
「
紙

だ
か
ら
で
き
る
こ
と
」

デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
、
紙
媒
体
の

需
要
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。
一
方
で
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
や
環
境
問
題
へ
の
関
心
は
高
ま
り
、
企

業
活
動
に
お
い
て
も
環
境
配
慮
が
重
要
な

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
同
社
で
も
、
こ
う

し
た
社
会
の
変
化
を
強
く
感
じ
て
い
た
。

紙
の
需
要
が
減
少
す
る
中
で
、
印
刷
会
社

と
し
て
ど
の
よ
う
な
価
値
を
提
供
で
き
る
の

か
。
同
社
が
改
め
て
着
目
し
た
の
は
、
「
紙

だ
か
ら
で
き
る
こ
と
」
だ
っ
た
。
紙
に
は
情

報
を
伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
人
の
手
で
触

れ
た
り
、
組
み
立
て
た
り
、
体
験
し
た
り
す

る
こ
と
で
記
憶
に
残
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

ま
た
、
印
刷
や
加
工
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

形
に
展
開
で
き
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

同
社
は
、
長
年
培
っ
て
き
た
印
刷
技
術
や

企
画
力
を
活
か
し
な
が
ら
、
新
し
い
紙
の
活

用
方
法
を
模
索
す
る
中
で
出
会
っ
た
の
が
、

石
灰
石
を
主
原
料
と
し
た
環
境
配
慮
型
素
材

「
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
」
だ
っ
た
。

環
境
へ
の
配
慮
と
新
し
い
事
業
づ
く
り
を

両
立
で
き
る
可
能
性
を
感
じ
た
同
社
は
、
こ

の
素
材
を
活
用
し
た
商
品
開
発
に
取
組
む
こ

と
に
な
る
。

環
境
配
慮
型
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な
か
、
令
和
7
年
12
月
に
創
業

80
周
年
を
迎
え
た
豊
橋
合
同
印
刷
株
式
会
社
が
開
発
し
た
紙
の
鉢
「
ぺ
ぱ
ぽ
」
が
注
目
を

集
め
て
い
る
。
石
灰
石
を
主
原
料
と
し
た
環
境
配
慮
型
素
材
を
活
用
し
、
植
物
を
育
て
る

楽
し
さ
と
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
価
値
を
両
立
し
た
栽
培
キ
ッ
ト
と
し
て
誕
生
し
た
同
商
品
。

従
来
の
鉢
に
は
な
い
特
徴
を
備
え
、
植
物
を
育
て
る
こ
と
に
加
え
、
食
育
・
食
農
教
育
、

企
業
イ
ベ
ン
ト
な
ど
幅
広
い
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

印
刷
会
社
と
し
て
培
っ
て
き
た
技
術
と
発
想
力
を
活
か
し
、
新
た
な
分
野
へ
の
挑
戦
を

続
け
る
豊
橋
合
同
印
刷
。
「
ぺ
ぱ
ぽ
」
誕
生
の
背
景
や
商
品
に
込
め
た
想
い
、
そ
し
て

周
年
に
向
け
た
豊
橋
合
同
印
刷
の
挑
戦
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

100

スポットライト～がんばる地元企業～
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サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

「
ぺ
ぱ
ぽ
」
を
全
国
へ

事
業
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
豊
橋
信
用

金
庫
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
構
想
を
具
体
化
し
、

補
助
金
の
採
択
に
つ
な
げ
た
。

印
刷
会
社
が
自
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
開
発

し
、
全
国
へ
販
売
す
る
と
い
う
取
組
み
は
決
し

て
簡
単
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
技
術
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か

し
な
が
ら
、
新
し
い
可
能
性
に
挑
戦
す
る
姿
勢

が
「
ぺ
ぱ
ぽ
」
の
開
発
に
つ
な
が
っ
た
。

環
境
に
や
さ
し
い
素
材
で
作
ら
れ
た
紙
の
鉢

「
ぺ
ぱ
ぽ
」

さ
ら
に
、
「
ぺ
ぱ
ぽ
」
は
、
植
物
を
育
て

る
体
験
そ
の
も
の
を
楽
し
め
る
商
品
で
も
あ

る
。
利
用
者
は
一
枚
の
シ
ー
ト
か
ら
鉢
を
組

み
立
て
、
好
き
な
デ
ザ
イ
ン
を
加
え
、
そ
し

て
植
物
の
成
長
を
見
守
り
な
が
ら
、
水
や
り

や
観
察
を
続
け
る
。
そ
の
過
程
を
通
じ
て
、

自
然
と
の
つ
な
が
り
や
食
へ
の
関
心
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
鉢
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
や

企
業
ロ
ゴ
を
印
刷
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。
そ

の
た
め
企
業
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
や
周
年
記
念
品
、

イ
ベ
ン
ト
配
布
物
と
し
て
も
活
用
で
き
る
。

食
育
・
食
農
教
育
や
自
治
体
の
環
境
イ
ベ

ン
ト
、
企
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
利
用
が
可
能
で
あ
る
。
単
に

配
る
だ
け
で
は
な
く
、
「
育
て
る
」
と
い
う

体
験
を
通
じ
て
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
生
み
出
せ
る
こ
と
も
、
「
ぺ
ぱ

ぽ
」
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
だ
。

【
豊
橋
信
用
金
庫

牟
呂
支
店
・
事
業
支
援
部
】

新
た
な
挑
戦
と
し
て
開
発
さ
れ
た
の
が
、

ス
ト
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
を
活
用
し
た
紙
製
の
鉢
、

Ｐ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｒ

Ｐ
Ｏ
Ｔ
の
「
ぺ
ぱ
ぽ
」
だ
。

商
品
開
発
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

食
育
や
環
境
教
育
へ
の
関
心
の
高
ま
り
だ
っ

た
。
植
物
を
育
て
る
体
験
を
通
じ
て
、
食
べ

物
や
自
然
へ
の
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
を
つ

く
り
た
い
。
ま
た
、
環
境
に
配
慮
し
た
素
材

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
社
会
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
に
も
な
れ
ば
と
い
う
想

い
が
あ
っ
た
。

一
方
で
、
開
発
の
背
景
に
は
経
営
環
境
の

変
化
も
あ
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
や
原
材
料
価
格
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、

従
来
の
事
業
だ
け
に
頼
ら
な
い
新
た
な
収
益

源
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
同

社
は
事
業
再
構
築
補
助
金
を
活
用
し
、
新
た

な
設
備
導
入
や
商
品
開
発
を
進
め
た
。

「
ぺ
ぱ
ぽ
」
の
最
大
の
特
徴
は
、
石
灰
石
を

主
原
料
と
す
る
環
境
配
慮
型
素
材
「
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ

Ｘ
」
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
だ
。
一
般
的
な
紙

と
は
異
な
り
、
水
に
強
く
破
れ
に
く
い
た
め
、

植
物
を
育
て
る
鉢
と
し
て
安
心
し
て
使
用
で
き
る
。

ま
た
、
木
材
パ
ル
プ
を
使
用
し
て
い
な
い
た

め
、
森
林
資
源
へ
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
。

令
和
7
年
12
月
に
創
業
80
周
年
を
迎
え
た

豊
橋
合
同
印
刷
。
印
刷
需
要
の
分
散
化
、
そ

し
て
市
場
環
境
の
変
化
。
印
刷
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
続
け
て
い
る
。

し
か
し
、
同
社
が
大
切
に
し
て
き
た
想
い
は

変
わ
ら
な
い
。
「
情
報
を
形
に
し
、
人
と
人

を
つ
な
ぐ
」
。
こ
れ
こ
そ
が
変
わ
ら
ぬ
価
値

で
あ
り
、
大
切
に
し
て
い
く
想
い
だ
。

80
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
今
、
同
社

は

年
企
業
と
い
う
次
な
る
節
目
を
見
据
え

て
い
る
。
紙
の
可
能
性
を
追
求
し
な
が
ら
、

環
境
へ
の
配
慮
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
両

立
し
、
新
し
い
価
値
を
創
造
し
て
い
く
。

紙
と
イ
ン
ク
が
紡
ぐ
の
は
、
過
去
を
記
録

し
、
今
を
伝
え
、
未
来
へ
と
受
け
継
が
れ
て

い
く
「
伝
え
た
い
想
い
の
か
た
ち
」
で
あ
る
。

豊
橋
合
同
印
刷
の
挑
戦
は
、
こ
れ
か
ら
も
続

い
て
い
く
。

100
変
わ
ら
ぬ
も
の
と
変
わ
ら
ぬ
信
念

年
企
業

へ
の
道
標

100

環境負荷の軽減に貢献するLIMEX素材

サスティナブルなオリジナル商品「ぺぱぽ」

スポットライト～がんばる地元企業～



とよしんInstagram

「豊橋信用金庫＼みんなにエール！／」

＼とよしんが、この街のみんなの夢を応援！／

地域の皆さまととよしんが一緒に、夢の実現に向けて歩む

≪みんなにエール！プロジェクト≫を発信しています。

豊橋市小畷町579番地
TEL (0532) – 52 - 0321(代）
https://www.toyo-shin.co.jp

とよしんYoutube

「みんなにエール！」を、ここから。

@toyoshin

お気軽に取引店またはお近くの店舗までご相談ください。

法人・個人事業主のための
＜とよしん事業性＞

運転資金・設備資金

どちらにも対応！

急な入用にも対応

スピード審査！

商品要項

ご 利 用

いただける方

お 使 い み ち

ご 融 資 利 率

ご 融 資 金 額

保証人・担保

必 要 書 類

●当金庫の営業地区内に居住または事業所を有する法人・個人事業主の方

●現在の業種にて業歴1年以上かつ決算期1期以上実績のある方

●株式会社オリエントコーポレーションの保証を受けられる方

＜法 人 の 場 合＞・年商5億円以下の法人（一般事業法人に限る）

＜個人事業主の場合＞・借入申込時の年齢が満20歳以上満75歳以下の方

・安定継続した収入がある方

●運転資金・設備資金

※但し、当金庫のプロパー融資や保証協会付き等の公的融資の借換えにはご利用いただけません

●固定金利（保証料含む）／年3.9％・6.5%・8.5％・10.0％

※審査結果により適用利率が決定されます

10万円以上500万円以内（1万円単位） 6ヶ月以上5年以内（証書貸付）

保証人：法人代表者 ・毎月元金均等分割返済

（個人事業主は原則不要） （半年毎増額返済の併用不可）

担 保：必要ありません ・期日一括返済（1年以内）

お申込に必要な書類は当金庫営業窓口へお問い合わせください。

ご 返 済 方 法

ご 融 資 期 間


